









                                     様式３ 
論  文  内  容  の  要  旨  



















Cu3Au (111)表面については、清浄表面では Au が豊富な表面が実現することが明らかになった。表面原子数と吸着
酸素の数の比を monolayer(ML)とすると、酸素を吸着させると吸着量の増加に伴い、Cu の表面偏析比率が増加し、
0.25ML 吸着した状態では Cu と Au の比は 3:1、0.50ML 吸着した状態ではほぼ Cu のみとなる構造が最も安定であるこ
とが示された。なお、0.50ML 以上吸着した表面は不安定となり存在しえない。0.50ML 吸着した場合は、Cu の表面偏
析に伴い 2、3層目の Auの比率が大きくなっていることが分かった。 













                          様 式 ７  
論文審査の結果の要旨及び担当者  
       氏  名  （      岡  耕平      ）  
論文審査担当者 






































1)(110)表面の表面偏析と酸化反応の相関を解析している。清浄表面では最表面層は Cu と Au の原子組成比は 1:1、第
2層が Cuのみとなる構造が最安定となることを示している。そして、酸素原子の吸着量の増加に伴い、表面の Auの比










では Cuと Auの原子組成比は 1:1、第 2層が Cuのみとなり、酸素原子が 0.25ML吸着した状態では最表面の原子組成が
Cu のみ、第 2 層が表面から Au が減少することに伴い Cu と Au の原子組成比は 3:1 となり、0.50ML 吸着した状態では
最表面の原子組成が Cuのみ、第 2層が Cuと Auの原子組成比は 3:1となることを明らかにしている。反応性に関して






では Cu と Au の原子組成比は 1:1 となり、バルクと比較すると Au が豊富な表面が実現している。酸素原子が 0.25ML
吸着した状態では表面構造が Cuと Auの原子組成比は 3:1、0.50ML吸着した状態では表面構造が Cuのみとなることを
明らかにしている。加えて(111)表面は他の表面と比較すると表面偏析の効果が第 3層目まで到達しており、0.50ML吸
































            様 式 8 
最終試験の結果の要旨及び担当者  
 
         氏  名  （     岡 耕平    ）  
最終試験担当者 





























   本学学位規程第１０条の規定により、学位申請者に対して学位論文を中心とし、 
論文内容及びこれに関連のある科目について試問を行い、審査委員全員の協議の結果、    
平成27年1月29日合格と判定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
